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令和８年度第１回 日進市高齢者福祉・介護保険事業運営協議会 

議事要旨 

【日時】 

令和８年５月２５日（月）午後２時～３時３０分 

【会場】 

日進市中央福祉センター２階研修室 

【公開区分】 

公開（傍聴１名） 

【出席状況】 

・出席委員（１３名） 

田川佳代子（会長）、井手宏（副会長）、小出貴照、林啓子、山田茂生、天野典幸、

大山英之、藤嶋日出樹、大川彰治、澤田基弘、諏訪正美、竹内安子、水野正子 

・欠席委員（２名） 

浅井考介、古橋完美 

・事務局（７名） 

高見紀子（福祉部長）、小出誠二（福祉部次長兼介護福祉課長）、小柳和之（介護

福祉課主幹）、藤田綾子（介護福祉課総括保健師）、櫻木順子（介護福祉課主任主

査）、志水崇法（介護福祉課主任主査）、上野槙也（介護福祉課主任） 

【配布資料】 

１．次第、委員名簿、事務局名簿 

２．資料１－１ アンケート調査結果報告書 

３．資料１－２ アンケート調査結果（事業所向け） 

４．資料２   介護報酬における地域区分の引き上げについて 

５．資料３   第１０期にっしん高齢者ゆめプラン策定スケジュール 

６．参考資料  日進市の高齢福祉・介護保険に関わる現状 

 

議題（１） 第１０期にっしん高齢者ゆめプラン策定に向けたアンケートの結

果について 

事務局説明 資料１－１、資料１－２ 

 

●委員：単純集計だけでなく、目的意識を持ったクロス集計を行うべき。例とし

て「ボランティア活動者は生活満足度が高い」など、地域交流施策につながる分

析を要望。 

○事務局：ボランティア活動者の元気度・幸福度の効果検証は重要と認識。愛知

淑徳大学と連携し、前回調査との比較で介護予防事業の効果を見える化してい

く。 
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●委員：アンケート回答時は元気だったが半月後に骨折・救急搬送される経験を

した。元気な高齢者がある日突然要介護状態に陥った際の対応策（相談窓口、電

話相談、Web情報、リハビリ・栄養指導の案内など）を教えてほしい。 

○事務局：市の介護情報を網羅した『にっしん長寿応援ガイド』を窓口配布・HP

掲載している。地域包括支援センターがサービス利用前段階の相談にも対応し

ており、突発的事態にも個別支援を行う体制がある。 

 

●委員：移動手段に対するニーズが想定以上に高く感じた。また「必要保険料月

額」と「調整済み認定率」の意味を質問。 

○事務局：必要保険料月額は本来必要な額（5,990円）で、基金投入により実際

は 5,650 円に抑えている差額を示すもの。調整済み認定率は年齢構成を全国平

均に補正して比較可能にした数値で、軽度＝要支援～要介護 2、重度＝要介護 3

以上を指す。日進市は調整後も認定率が低く健康寿命が高い傾向にある。 

 

議題（２） 介護報酬における地域区分の引き上げについて 

事務局説明 資料２ 

 

●委員：引き上げを希望。介護報酬は事業者が価格決定できず、名古屋市と日進

市では同サービスでも大きな収入差が生じる。 

●委員：人材確保が厳しく、賃金格差が採用・定着に影響している。引き上げに

賛同するが、市民負担増に対する丁寧な説明と、ケアマネ経由での家族への早期

説明準備を要望。介護はサービスの質が人に依存する点も市民に理解いただき

たい。 

●委員：資料の人件費割合「特養 45%」は実態と乖離（実際は 65%程度）。2018年

以降日進市が 6級地に据え置かれた理由を質問。3年に 1度の見直しのため今期

で実現すべき。 

 

○事務局：2018 年以降の 2 回は保険料上昇影響を勘案し見送ってきたが、今回

は事業者要望と人材不足の切実な声を受け、保険料は上昇するものの引き上げ

る方針とした。 

 

●委員：昨年度の休業・廃業となった事業所では、訪問介護が突出。事業所減少

は介護難民・介護離職の急増につながり市民全体に負担をかける。引き上げを強

く希望。 

●委員：物価高、建築費上昇で施設の設備投資や ICT 導入が困難。地域区分が
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12%に上がっても人件費割合換算では実質約 5.4%の改善にとどまり、「収入が 12%

増える」との市民の誤解を避けるべき。医療、介護は価格を自由設定できず生産

性議論はなじまない。 

●委員：事業者が閉所することのないよう、地域区分の引き上げについては理解

する。一方で、介護保険を利用していない立場の市民からは保険料負担への不満

も生じうるのが実情である。事業者においても、経営の継続性を確保し、安定し

たサービス提供に努めていただきたい。 

 

○事務局：本日いただいた意見を踏まえ、秋頃に予定されている国からの意向照

会に対し、市として責任を持って回答できるよう検討を進めていく。なお、地域

区分の決定権は国にあるため、第１０期ゆめプランへの記載項目ではないが、本

協議会でのご意見を尊重し対応していく。 

 

その他（１）第１０期にっしん高齢者ゆめプラン策定スケジュールについて 

事務局説明 資料３ 

意見等無し 

 

閉会 


